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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第16期
第２四半期
連結累計期間

第17期
第２四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自 平成24年６月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年６月１日
至 平成25年11月30日

自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日

売上高 (百万円) 90,461 95,913 181,966

経常利益 (百万円) 5,083 4,677 10,329

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,024 2,821 5,965

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,024 2,820 5,967

純資産額 (百万円) 38,257 42,817 40,754

総資産額 (百万円) 70,030 77,796 74,795

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 135.78 126.69 267.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.6 55.0 54.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,832 2,860 8,001

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,907 △4,321 △3,698

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △688 △774 △1,153

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 16,873 17,550 19,785
 

　

回次
第16期
第２四半期
連結会計期間

第17期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 67.65 48.18
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。主要な関係会社の異動についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、現政権による経済政策・金融政策への期待感から景

気回復の動きが見られたものの、新興国経済の景気減速や欧州の経済不安の長期化、予定されている消費

税増税に対する節約志向などから、景気の先行きは依然不透明なまま推移しております。

ドラッグストア業界におきましては、一部を除く医薬品ネット販売解禁など他業種からの大衆薬販売へ

の参入、競合他社の出店や価格競争の激化などにより、依然厳しい環境がつづいております。

このような状況の中、当社グループは「セルフメディケーションを力強くサポートし、総合的な地域医

療に貢献する」企業を目指して、ドラッグストア事業、調剤薬局事業、有料老人ホーム事業及びデイサー

ビス事業を展開しております。また、当第２四半期連結累計期間において、連結子会社株式会社クリエイ

トエス・ディーが都心型店舗展開の足掛かりとしてドラッグストア、調剤薬局６店舗を運営する株式会社

ニュードラッグ（東京都新宿区）を買収いたしました。今後新しい店舗形態に積極的に挑戦してまいりま

す。

＜ドラッグストア事業＞

ドラッグストア事業につきましては、接客サービスの更なる充実と薬剤師、登録販売者及び栄養士と

いった有資格者の配置による相談できる環境の整備により、顧客満足度の向上に継続して取り組んでまい

りました。当連結累計期間の売上、客数においては、気温の高低により季節商材が伸び悩んだこと、ま

た、販促を強化した時期が、局地的豪雨や多雨などと重なり影響を受けました。

新規出店につきましては、19店舗の出店を行いました。一方で経営効率化の観点及びスクラップアンド

ビルドにより２店舗の閉鎖を行いました。

＜調剤薬局事業＞

調剤薬局事業につきましては、地域に密着したかかりつけ薬局を目指し、ドラッグストアへの併設を中

心に処方箋応需枚数の増加を図っております。さらに、老人ホーム等の介護施設や個人宅に処方箋に基づ

いたお薬をお届けする「訪問服薬指導」は、連携施設数を58施設へ拡大（前期末比13施設増）して実施し

てまいりました。

新規出店につきましては、調剤専門薬局１店舗、ドラッグストアへの併設調剤薬局９店舗を開設いたし

ました。

＜有料老人ホーム事業＞
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有料老人ホーム事業につきましては、高齢社会を迎え需要が拡大する一方、入居一時金に関する規制強

化、入居一時金なしの老人ホームやサービス付高齢者向け住宅の増加など、その環境は変わりつつありま

す。これに対し料金体系を柔軟化すると共に、マシントレーニングの実施など健康をサポートするサービ

スの充実を図っております。

＜デイサービス事業＞

デイサービス事業につきましては、要支援・要介護の方の介護予防を目的として、筋力トレーニングや

認知症予防トレーニングなどを行う機能訓練型デイサービスセンター「サロンデイ」を多店舗展開してお

ります。

新規出店につきましては、２施設を開設いたしました。

以上により、当第２四半期連結会計期間末の当社グループの店舗数はドラッグストア事業では402店

舗、調剤薬局事業では調剤専門薬局24店舗、ドラッグストアへの併設調剤薬局76店舗の合計100店舗、有

料老人ホーム事業では介護付有料老人ホーム２施設、デイサービス事業ではデイサービスセンター32施設

となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高95,913百万円（前年同期比6.0%

増）、営業利益は4,391百万円（前年同期比10.4%減）、経常利益は4,677百万円（前年同期比8.0%減）、

四半期純利益は2,821百万円（前年同期比6.7%減）となりました。

　

（2）財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は77,796百万円となり、前連結会計年度末に比べて

3,000百万円増加いたしました。主な要因は、有価証券が4,000百万円減少したものの、現金及び預金が

2,765百万円、商品が1,247百万円、新店及び出店準備物件の増加等に伴い有形固定資産が1,552百万円増

加したことなどによるものです。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は34,978百万円となり、前連結会計年度末に比べて937

百万円増加いたしました。主な要因は、未払法人税等が389百万円減少、買掛金が1,032百万円増加したこ

となどによるものです。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は42,817百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,063

百万円増加いたしました。主な要因は、配当金757百万円による減少及び四半期純利益2,821百万円を計上

したことなどによるものです。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は17,550百万円と

なり、前連結会計年度末に比べて2,234百万円減少しました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は2,860百万円（前年同期比28百万円の収入増）となりました。主な内訳

は、税金等調整前四半期純利益4,691百万円、減価償却費1,014百万円、法人税等の還付額317百万円、た

な卸資産の増加1,151百万円及び法人税等の支払額2,689百万円等の結果であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は4,321百万円（前年同期比2,414百万円の支出増）となりました。これは

主に出店に伴う有形固定資産の取得による支出2,092百万円及び建設協力金の長期貸付けによる支出256百

万円等の結果であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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財務活動の結果使用した資金は774百万円（前年同期比85百万円の支出増）となりました。これは長期

借入金の返済16百万円及び配当金の支払757百万円の結果であります。

　
（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 88,000,000

計 88,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年１月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,273,114 22,273,114
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 22,273,114 22,273,114 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年９月１日～
平成25年11月30日

― 22,273,114 ― 1,000 ― 8,595
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(6) 【大株主の状況】

平成25年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する
所有株式数
の割合(％)

山　本　洋　平 神奈川県横浜市青葉区 6,178 27.73

山　本　久　雄 神奈川県横浜市青葉区 4,665 20.94

合同会社ＡＣＡアセット 東京都千代田区平河町２丁目16-15 2,228 10.00

ビービーエイチ フォー フイデ
リテイ ロー プライスド ストツ
ク フアンド（常任代理人　株式
会社三菱東京ＵＦＪ銀行）

82 DEVONSHIRE ST BOSTON MASSACHUSETTS
02109360582 USA
（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

2,227 9.99

山　本　いつ子 神奈川県横浜市青葉区 1,045 4.69

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８－11 669 3.00

クリエイトエス・ディー従業員
持株会

神奈川県横浜市青葉区荏田西２丁目３－２ 440 1.97

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11－３ 308 1.38

ビービーエイチ フォー フイデ
リテイ ピューリタン フイデリ
テイ シリーズ イントリンシツ
ク オポチユニテイズ フアンド
（常任代理人　株式会社三菱東
京ＵＦＪ銀行）

82 DEVONSHIRE ST BOSTON MASSACHUSETTS
02109360582 USA
（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

277 1.24

ステート ストリート バンク　
アンド トラストカンパニー
505224（常任代理人　株式会社
みずほ銀行決済営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
USA
（東京都中央区月島４丁目16－13）

154 0.69

計 ― 18,194 81.68
 

(注) 上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社、日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数は、

全て信託業務に係るものであります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成25年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 22,271,500 222,715
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

単元未満株式 普通株式　    1,614 ― 同上

発行済株式総数 22,273,114 ― ―

総株主の議決権 ― 222,715 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式82株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成25年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社クリエイトＳＤ
ホールディングス

横浜市青葉区荏田西二
丁目３番２

― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年９月１

日から平成25年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年６月１日から平成25年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,785 13,550

売掛金 3,604 3,897

有価証券 9,000 5,000

商品 16,174 17,421

その他 5,456 5,601

流動資産合計 45,020 45,471

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,111 7,936

土地 3,630 3,848

その他（純額） 2,357 2,867

有形固定資産合計 13,099 14,652

無形固定資産

のれん 5 410

その他 329 296

無形固定資産合計 334 706

投資その他の資産

長期貸付金 6,644 6,781

敷金及び保証金 6,362 6,736

その他 3,432 3,474

貸倒引当金 △97 △25

投資その他の資産合計 16,340 16,966

固定資産合計 29,775 32,325

資産合計 74,795 77,796

負債の部

流動負債

買掛金 23,702 24,734

未払法人税等 2,285 1,895

賞与引当金 153 116

役員賞与引当金 110 55

ポイント引当金 1,670 1,685

店舗閉鎖損失引当金 － 5

その他 3,945 4,346

流動負債合計 31,866 32,839

固定負債

退職給付引当金 337 433

その他 1,837 1,705

固定負債合計 2,174 2,139
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

負債合計 34,041 34,978

純資産の部

株主資本

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 934 934

利益剰余金 38,812 40,877

自己株式 △0 △0

株主資本合計 40,747 42,811

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6 5

その他の包括利益累計額合計 6 5

純資産合計 40,754 42,817

負債純資産合計 74,795 77,796
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

売上高 90,461 95,913

売上原価 66,532 70,890

売上総利益 23,929 25,022

販売費及び一般管理費

ポイント引当金繰入額 1,220 1,670

給料及び手当 7,083 7,659

賞与引当金繰入額 108 109

役員賞与引当金繰入額 40 55

退職給付費用 104 110

減価償却費 983 997

地代家賃 3,886 4,194

その他 5,598 5,834

販売費及び一般管理費合計 19,026 20,631

営業利益 4,903 4,391

営業外収益

受取利息 65 66

受取配当金 1 1

貸倒引当金戻入額 － 63

固定資産受贈益 36 61

負ののれん償却額 39 39

その他 41 56

営業外収益合計 184 289

営業外費用

支払利息 2 2

貸倒引当金繰入額 0 －

支払補償費 － 0

その他 0 0

営業外費用合計 3 3

経常利益 5,083 4,677

特別利益

固定資産受贈益 － 17

補助金収入 － 7

その他 － 1

特別利益合計 － 26

特別損失

会員権評価損 9 －

店舗閉鎖損失 6 0

固定資産除却損 0 4

固定資産圧縮損 － 7

その他 0 0

特別損失合計 16 13
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

税金等調整前四半期純利益 5,066 4,691

法人税等 2,042 1,869

少数株主損益調整前四半期純利益 3,024 2,821

四半期純利益 3,024 2,821
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,024 2,821

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 △1

その他の包括利益合計 0 △1

四半期包括利益 3,024 2,820

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,024 2,820

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,066 4,691

減価償却費 1,016 1,014

負ののれん償却額 △39 △39

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △63

賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △36

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △69 △55

ポイント引当金の増減額（△は減少） 408 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 82 84

受取利息及び受取配当金 △66 △67

支払利息 2 2

売上債権の増減額（△は増加） 49 △277

たな卸資産の増減額（△は増加） △822 △1,151

仕入債務の増減額（△は減少） 196 930

その他 △121 199

小計 5,683 5,229

利息及び配当金の受取額 6 5

利息の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △3,114 △2,689

法人税等の還付額 258 317

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,832 2,860

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,357 △2,092

無形固定資産の取得による支出 △124 △17

長期貸付けによる支出 △400 △256

長期貸付金の回収による収入 322 339

有価証券の取得による支出 － △1,000

出店仮勘定による支出 △306 △670

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △555

その他 △41 △68

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,907 △4,321

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △20 △16

配当金の支払額 △668 △757

自己株式の取得による支出 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △688 △774

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 237 △2,234

現金及び現金同等物の期首残高 16,635 19,785

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 16,873 ※1 17,550
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結会計期間において、当社連結子会社の株式会社クリエイトエス・ディーが株式会社

ニュードラッグの株式を取得し子会社化したことに伴い、当第２四半期連結会計期間より同社を連結の範

囲に含めております。なお、みなし取得日を当第２四半期連結会計期間末としているため、当第２四半期

連結会計期間は貸借対照表のみを連結しております。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

項目
当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年６月１日 至 平成25年11月30日)

 税金費用の計算 　当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年11月30日)

現金及び預金勘定 12,873百万円 13,550百万円

取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する
譲渡性預金（有価証券）

4,000 〃 4,000 〃

現金及び現金同等物 16,873百万円 17,550百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年６月１日 至 平成24年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月24日
定時株主総会

普通株式 668 30 平成24年５月31日 平成24年８月27日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月７日
取締役会

普通株式 445 20 平成24年11月30日 平成25年２月５日 利益剰余金
 

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年６月１日 至 平成25年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月23日
定時株主総会

普通株式 757 34 平成25年５月31日 平成25年８月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月６日
取締役会

普通株式 623 28 平成25年11月30日 平成26年２月５日 利益剰余金
 

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年11月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年11月30日）

当社グループは、ドラッグストア事業の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいと考えられるこ

とから、セグメント情報の記載を省略しております。

　

(企業結合等関係)

１．取得による企業結合

株式会社ニュードラッグの株式取得による子会社化

　当社連結子会社の株式会社クリエイトエス・ディーは、平成25年９月30日開催の取締役会において、株式

会社ニュードラッグの株式を取得することを決議し、平成25年10月15日付で同社子会社としました。

（１）企業結合の概要

①被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称　　株式会社ニュードラッグ

事業の内容　　　　　ドラッグストア、調剤薬局の運営

②企業結合を行った主な理由

株式会社ニュードラッグは、東京都内においてドラッグストア・調剤薬局を展開し、創業以来80

年、都心で働き、都心に暮らす方々に支持され愛された企業であり、当社グループに迎えることに

よって、現在積極的に推進している都市部への出店をさらに加速し、シナジーによって企業価値の向

上を図ることができると判断し、子会社化いたしました。

③企業結合日

平成25年10月15日

④企業結合の法的形式

株式取得

⑤取得した議決権比率

100％

⑥取得企業を決定するに至った主な根拠

当社連結子会社の株式会社クリエイトエス・ディーが現金を対価とした株式取得により、株式会社

ニュードラッグの議決権の全てを取得したものであります。

　
（２）四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

みなし取得日を当第２四半期連結会計期間末としているため、当第２四半期連結累計期間に係る四

半期連結損益計算書には、被取得企業の業績は含まれておりません。

　
（３）被取得企業の取得原価及びその内訳

①被取得企業の取得原価

　187百万円

②被取得企業の取得原価の内訳

取得の対価（現金） 150百万円

取得の対価（未払金）  20 〃

取得に直接要した費用（アドバイザリー費用）  17 〃
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取得原価 187百万円
 

取得の対価の未払金については、平成26年10月７日に支払う予定であります。

　
（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①発生したのれんの金額

　407百万円

②発生原因

当社とのシナジー効果及び今後の事業展開によって期待される将来の超越収益力により発生したも

のであります。

③償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却

　
（５）取得原価の配分

一部の項目について、平成26年２月１日を効力発生日とする株式会社クリエイトエス・ディーとの

合併を予定しているため、暫定的な会計処理を行っております。

　
（６）その他

株式会社クリエイトエス・ディーは、株式会社ニュードラッグの株式を取得するにあたり、同社の

借入金の返済等にあてるため、500百万円の金銭消費貸借契約を締結し、実行しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年11月30日)

　１株当たり四半期純利益金額 135円78銭 126円69銭

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(百万円) 3,024 2,821

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,024 2,821

    普通株式の期中平均株式数(株) 22,273,114 22,273,062
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

平成26年１月６日開催の取締役会において、平成25年11月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次

のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 623百万円

②　１株当たりの金額 28円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成26年２月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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三優監査法人

代表社員
業務執行社員

 公認会計士   小　　林　　昌　　敏   印

業務執行社員  公認会計士   熊　　谷　　康　　司   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年１月９日

株式会社クリエイトＳＤホールディングス

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社クリエイトＳＤホールディングスの平成25年６月１日から平成26年５月31日までの連結会計年度の第
２四半期連結会計期間(平成25年９月１日から平成25年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25
年６月１日から平成25年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クリエイトＳＤホールディングス
及び連結子会社の平成25年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の
経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお
いて認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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